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令和２年度 第４回市民と市長の座談会 

会  議  報  告 

 

事務局 企画財政部広報秘書課広聴係 

開催日時 令和２年１１月１９日（木）午後６時００分～８時００分 

開催場所 桜町上水会館 

参 加 者 男性 ４名  女性 ６名   計１０名 

会議次第 

  
 １ 開    会   

  ２ 市長あいさつ （市政報告） 

  ３ 懇    談  フリーテーマ 

  ４ 閉    会   
 

主な意見 

 
・ コロナウイルス関連意見（自殺対策について） 

・ コロナウイルス関連意見（災害に対する対策について） 

・ コロナウイルス関連意見（コロナ鬱について） 

・ コロナウイルス関連意見（避難所の備品について） 

・ コロナウイルス関連意見（まちを活性化する事業について） 

・ コロナウイルス関連意見（学校教育の芸術活動について） 

・ コロナウイルス関連意見（ＣＯＣＯＡの市報掲載について） 

・ コロナウイルス関連意見（アーティスト等緊急支援事業につい     

て） 

・ コロナウイルス関連意見（保育従事者支援事業について） 

・ コロナウイルス関連意見（保育のサポーターの自主グループへ

の支援について） 

・ 小金井市の温泉の掘削について 

・ ブロック塀について 

・ 路側帯の色について 

・ ＧＩＧＡスクール構想について 

・ 環境問題について 

・ 新庁舎建設について 

・ 農業の活性化について 

・ 庁舎の跡地活用について 

懇談内容   別紙のとおり 

そ の 他   手話通訳者 ２名   保育士 ２名 
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令和２年度第４回市民と市長の座談会 

令和２年１１月１９日 

 

１ 開 会 

 

〇司会者 

 皆さん、こんばんは。本日は御参加いただきまして、誠にありがとうございます。私は、

本日の司会進行を務めさせていただきます広報秘書課長の廣田と申します。どうぞよろし

くお願いいたします。今回、新型コロナウイルス感染症の防止対策としまして、着座のま

ま、またマスク着用にて進行させていただきますので、御了承のほうお願いいたします。 

 それでは、まず初めに配付物の確認をさせていただきたいと思います。まず、お手元に

次第がございます。続きまして、アンケートです。続きまして、令和２年度の施政方針で

すね。続きまして、令和２年度の小金井市予算の概要。こちらは、主な事業の紹介という

ことで、１４ページから２６ページまでを抜粋したものでございます。続きまして、新型

コロナウイルス感染症小金井市緊急対応方針（第２弾）になります。続きまして、同じく

緊急対応方針（第３弾）になります。続いて、「市報こがねい」７月１日号の５面に当たり

ますけれども、こちらのＰＤＦ版になります。こちらは、令和２年第２回の小金井市議会

定例会補正予算における新型コロナウイルス感染症対策についての記事になりまして、緊

急対応方針（第２弾）で実施する施策の予算規模を示したものでございます。続きまして、

「市報こがねい」、今度は９月１日号の４面のＰＤＦ版になります。こちらは、令和２年第

２回小金井市議会臨時会の補正予算における新型コロナウイルス感染症対策についての記

事になりまして、今度は緊急対応方針（第３弾）で実施する施策の予算規模を示したもの

でございます。続きましては、令和２年第３回小金井市議会臨時会補正予算における新型

コロナウイルス感染症対策についての予算規模を示した資料になります。あとは、「小金井

てくてくＭＡＰ」。あと、「みんなで築こう 人権の世紀」のリーフレットになります。最

後は、「１２月３日～９日は障害者週間です。」のチラシになります。こちらが、皆様に個

別に御用意した資料、以上１０点になります。そのほか、受付で自由にお取りいただける

ものとしましては、「小金井市はこんなところです。」というリーフレット、「小金井の坂と

遊歩道マップ」、あと「防災用品あっせんのお知らせ」、こちらの３点を受付のほうに御用

意していますので、御入用の方はお申しつけください。もし過不足がありましたら、受付
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のほうにおっしゃっていただければと思います。 

 それでは、開催に当たりまして、まず事務局より御説明を申し上げます。この座談会は、

平成２８年度から開始したものでございまして、毎年、年に４回程度、市民の皆様と市長

とのフリートークということで開催しておりまして、本日は今年度の第４回目の開催とい

うことになります。本日の進め方でございますけれども、まず初めに市政報告ということ

で、重要課題の進捗状況につきまして、市長の西岡より簡単に報告させていただきます。

その後、意見交換ということで、皆様から自由に御発言いただきまして、それに対して市

長がお答えするという形で進めさせていただければと思います。まず、懇談に入る前に、

事務局より５点ほど御了解をいただきたいと思います。まず１点目ですけれども、懇談中

は、恐れ入りますが、議事録作成のため録音をさせていただきます。２点目なんですけれ

ども、懇談の様子を後ろから撮影した写真をホームページに掲載させていただきます。も

し何か写真の撮影で不都合がございましたら、担当の職員のほうに申しつけください。あ

と、懇談中は、御発言されるときも含めて、必ずマスク着用でお願いいたします。４点目、

御発言をされる方にはマイクをお渡しするんですけれども、その都度、消毒をさせていた

だきますので、通常よりお時間がかかるかもしれませんけれども、御了承いただければと

思います。５点目なんですけれども、本日の終了時刻は午後８時までとなっております。

市長は、この後の公務の都合で２０時には退出しなければいけない関係がございまして、

大変恐れ入りますが、質問時間の調整をさせていただくことがあるかと思うんですけれど

も、御了承いただければと思います。 

 では、次第に従いまして、まず市長の西岡より御挨拶と市政報告をさせていただきたい

と思います。 

 

２ 市長あいさつ（市政報告） 

 

〇西岡市長 

 皆様、こんばんは。着座にて失礼をいたします。コロナ対策の関係で、マスクをしたま

までのお話となり、聞きづらい点もあるかと思いますが、どうぞよろしくお願いいたしま

す。小金井市長の西岡真一郎でございます。本日は、令和２年度、今年度は最終回の市民

と市長の座談会にお集まりいただきまして、誠にありがとうございます。この座談会は、

市民の方との対話の場を設けるために、私が市長に就任させていただいた翌年度、平成２
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８年度から開催しているもので、今年で５年目を迎え、毎年、年４回開催しているところ

でございます。通常は、皆様にお気軽にお越しいただけるよう、事前申込みという形は取

っておりませんでした。しかしながら、新型コロナウイルス感染防止の観点から、今般は

申込み制によりまして、人数も１５名ということで制限をさせていただきまして、お客様

同士が密にならないよう、間隔を空けて座席を配置させていただいておりますので、御理

解と御協力をお願いいたします。市民の皆様方から様々なことにつきまして御意見をいた

だきまして、私の市政運営、小金井市政、小金井市の行政運営の参考にさせていただきた

いと思っておりますので、よろしくお願い申し上げます。今日は特にテーマを設定してお

りませんが、皆様方のとても関心の高い、また不安もあろうかと思いますが、最初は新型

コロナウイルス感染症対策についてお感じになっていることや、御質問、御意見、御提言、

御要望、まずはこういったことについてお聞かせいただければなと思っております。その

後、フリーテーマでいろいろなお話をお聞かせいただければと考えておりますので、忌憚

のない御意見をお願いいたします。まず、冒頭のお時間をお借りいたしまして、１８時３

０分ぐらいまで、私のほうから重要な市政報告や、皆様方にぜひお伝えしたいことなどに

つきまして、お話をさせていただきます。その後は、約１時間半にわたりまして、皆様方

と意見交換等を行わせていただきたいと考えておりますので、よろしくお願いいたします。 

 最初に、皆様の最も関心の高いと思われます新型コロナウイルス感染症対策についてで

ございます。皆様も報道等で御承知のように、１１月に入りましてから、感染拡大が急速

に伸びてしまっております。深刻な感染状況ということになっております。第３波とも言

われておりますが、明らかにこれまでの１日当たりの都内の感染者数や、全国の感染者数

の、これまでの数値を日々更新するような状況が続いております。本日も、東京都内では、

昨日判明した分ですが、５００名を超えたところであります。今日、５時１５分から、小

池東京都知事の記者会見が行われておりまして、私もずっとここで、始まるまで記者会見

の模様を聞いていた状況です。また、今日は東京都のモニタリング会議も開かれておりま

して、一定の判断がなされました。感染状況と医療提供体制という２つのモニタリングを、

様々な指標を用いて東京都は公表しておりますが、感染状況につきましては、ランクの中

では一番高い「感染が拡大していると思われる」状況ということで、これまで以上に、１

ランク警戒レベルが引き上がった、最上位のレベルになったということです。また、医療

提供体制につきましてはこれまでと継続で、「体制強化が必要であると思われる」というレ

ベルでございます。小金井市といたしましても、都立多摩府中保健所、小金井市医師会、
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また東京都など、関係機関との連携をしながら、市民の皆様方への感染症対策などに取り

組むとともに、市民生活や事業者の皆様方をお支えする、広範囲にわたる様々な支援策を

今、鋭意展開しているところでございます。未知のウイルスに対するワクチンや特効薬は、

いまだ開発途上でございまして、去る５月２５日には国による緊急事態宣言が解除されま

したが、その後も感染拡大は収まっていない状況です。小金井市の現状でございますけれ

ども、昨日１１月１８日現在で、累計でありますが、陽性判明者は１５４名となっており

ます。そのうち、退院等をされた方は１４４名ということでございまして、現在は１０名

の方が罹患中ということでございます。何よりも、感染しない・感染させない行動や生活

様式を、しっかり様々な分野に定着させていくということ、そして、私は常々担当職員ど

もに申し上げているのですが、今、情報が非常に多くて、よく市民の方、実は毎年２,００

０人の方々に、「市長への手紙」というアンケートを取っています。昨今、基本構想の策定

とか、十数項目以上にわたる基本計画の改定を行っていますので、昨年、今年とたくさん

のアンケートを発送しております。１回のアンケートが３,０００人規模――これは都市マ

スですけれども、３,０００人規模に上ったものもありますが、様々なアンケートを無作為

抽出で複数回行わせていただきました。今年の６月頃に行った「市長への手紙」というア

ンケートでは、新型コロナウイルスに関する質問項目も初めて盛り込みました。そのアン

ケートの集計結果もホームページで公表してございますが、多くの方々から様々な困り事、

不安に感じていることなどを集計させていただきました。これは貴重なデータでございま

すので、こういったデータをしっかり把握しながら、そしてそのデータに示されている市

民の方々のお声というものを把握しながら、様々な対策に引き続き取り組んでまいりたい

と思っております。大切なことは、もちろん医療提供体制を充実することや、何よりも副

反応・副作用、多くの方々の不安があろうかと思いますが、そういった安全面もしっかり

対応していただいた上で、ワクチンの早期の接種が望まれるところでございます。まだま

だ全国民、小金井では１２万市民の方々が対象となると思いますが、その接種が完了しな

い限りは、コロナの本来的な収束というのは非常に厳しいと。そして、先の見通せない不

安との戦いであります。そんな中でも、大切なことはたくさんありますけれども、行政も

しっかり取り組みますが、やはり自己防衛といいましょうか、私たち一人一人が感染しな

い・感染させないという行動をしっかり取っていくということが何よりも重要だと、私と

しては考えているところでございます。若干、小金井市が取り組んでいる最新の新型コロ

ナウイルス感染症対策などについて御報告いたします。小金井市では、新型コロナウイル
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ス緊急対応方針、５月に第１弾、８月に第２弾、１０月に第３弾を策定いたしました。医

師会などの関係機関と連携した感染症対策、市民生活や事業者などの皆様を支える様々な

支援策に、鋭意取り組んでいるところでございます。第３弾までの予算規模といたしまし

ては、特別定額給付金、これは総額１２５億円規模になりましたけれども、この特別定額

給付金を除きまして、予算規模といたしましては、これまでに２０億円以上の予算を執行

しまして、様々な対策に取り組んでいるところでございます。明日１１月２０日には、第

４弾を公表する予定でございます。新たな対策にも着手してまいりたいと考えております。

現在取り組んでいる主な取組といたしましては、高齢者のインフルエンザ予防接種の促進。

こちらは、東京都の予算を活用いたしまして、６５歳以上の方は無料で、自己負担なく受

診・接種ができる状況を、医師会の方々と協力して構築してございます。また、今後はＰ

ＣＲ検査などの費用の補助なども考えてまいりたいと思っております。これは、特定の業

種を選定することにはなると思いますが、エッセンシャルワーカーや、介護、子育ての分

野、障害者福祉の分野などのお仕事をされている方々を念頭に置いた取組も必要と考えて

ございます。また、小中学校におきましても、様々な環境整備に取り組んでいるところで

す。また、新型コロナウイルスの影響によりまして、現在献血が大変不足しておりまして、

パンデミック発生依頼、常に血液が足りないということで、献血を行っております。小金

井市といたしましても、これまで以上に力を入れて献血の普及・推進に取り組んでいると

ころでございまして、これからも努力してまいります。先ほど申し上げました市民の方々

へのアンケートの中で、特に高齢者の方からの声として強かったのが、なかなかインター

ネットから情報が得られない。スマホは持っているけれども、どうやっていろいろな情報

を見に行ったらいいのか分からない。昨今、ＬＩＮＥなどを通じて、お孫さんとテレビカ

メラなど、スマホのカメラを中継して会話をするような光景がよく目につきますけれども、

全ての方がそういったことに取り組めるわけではありません。市としても、先ほども申し

上げました情報発信は、緊急性の高いものはどうしてもホームページやツイッターになっ

てしまいますが、「市報こがねい」、広報掲示板、ＣｏＣｏバスの広告、回覧板、あらゆる

ツールを通じまして、引き続き様々な情報をお伝えしてまいりたい、努力してまいりたい

と考えてございます。そういったことを受けまして、高齢者の方々の、ＩＣＴの利活用の

支援などの在り方についても考えていかなければいけないということで、現在検討してい

るところであります。また、市立小中学校におきましては、臨時休校が行われました。学

びを継続するということ、そして先生とのつながりや友達とのつながりなど、臨時休校と
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なって御自宅で過ごす機会がまた発生する可能性がないわけではありません。そういった

ことに備えるために、小金井市では、市立小中学校におけるＧＩＧＡスクール構想の構築

に今、鋭意取り組んでいるところであります。７,５００の端末を既に用意いたしまして、

クロームブックというものでございますが、１人１台の端末を準備いたしました。そして、

回線をつなぐためのカテゴリー６という、大容量・大高速のＷｉ‐Ｆｉ環境を整えるため

の工事を今、行ってございます。こちらも各校、工事が大体１校３,０００万円ぐらい、 

Chrome bookの入手も含めて、総額、予算上では約７億４,０００万円規模の大事業となっ

ておりますが、未来ある子どもたちのための学びの継続ということにしっかり取り組んで

いきたいと思っておりまして、現在、小金井市教育委員会では、鋭意全力でこの準備をし

ているところです。先般、ＧＩＧＡスクール構想の説明会を行ったり、専用のホームペー

ジを立ち上げたりしておりまして、努力しております。事業者の方々への支援としては、

経済対策第１弾、第２弾、あるいは実質利息負担ゼロの小口事業資金融資の制度などもス

タートしているところでございます。また、間もなくプレミアム商品券を、総額２億６,

０００万円規模、２万冊発行いたしますが、小金井市商工会の事業を、小金井市は全面的

に支援させていただいているところであります。また、飲食店の方々を御支援するための

応援弁当の販売でありますとか、出演の機会が激減してしまっているアーティストの方々

をお支えするアーティスト支援などに、現在取り組んでいるところでございます。また、

さらに１２月１日からは、小金井市初のクラウドファンディングをスタートいたします。

医療従事者の皆様への支援と感謝の気持ちをお伝えすべく、小金井市初のクラウドファン

ディングをスタートいたします。休日診療医療機関における発熱患者から他の患者等への

新型コロナウイルス感染症と季節性インフルエンザの感染リスクを低減するために、日曜、

祝日、年末年始等の休日診療実施日に、新たに小金井市の貫井北町にございます保健セン

ターにて、小金井市医師会と連携した市独自の感染症対策として、発熱検査・診療を開始

いたします。こちらは、１２月１３日の日曜日から開業できるよう、今、全力で準備を進

めているところでございます。実施期間は、本年１２月１３日から令和３年３月２８日ま

でとしてございまして、利用に際しては医療機関からの予約等が必要となります。新型イ

ンフルエンザの蔓延期とも言われている中にあります。また、新型コロナウイルスは季節

性とも関連性があるとの専門家からの御指摘がありますように、気温や湿度、乾燥してい

るとき、この時期、これから迎える季節はウイルスの活性化が起きやすいと言われており

ます。パンデミックは今年２月の下旬辺りからスタートしましたけれども、これから迎え
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る季節は、私たちもコロナと向き合って初めて迎える季節でございます。そして、折しも

感染拡大が急速になってしまっている状況を踏まえまして、全力で取り組んでまいりたい

と考えているところであります。市役所の正規職員が約６７０名、会計年度任用職員の方々

が約三百二十数名、合わせて１,０００名の職員の皆様が毎日仕事をしております。市役所

の業務も、どんな状況でも業務を止めるわけにはいきませんので、ＢＣＰ・事業継続計画、

職員の応援体制、こういったものを想定しながら、感染のリスクの中にあっても市役所の

業務はしっかり継続できるように一生懸命取り組んでまいりたいと考えているところでご

ざいますが、私も含めまして緊張状態がずっと持続しているという状況であります。我々

自身もしっかり健康管理、感染予防に努めながら、市民の皆様方の生活をお支えできるよ

うに全力を挙げてまいりたいと考えているところでございます。後ほど、コロナにつきま

しては、最初のところでいろいろな御意見をお聞かせいただきたいと思いますので、以上

にとどめさせていただきたいと思います。今後、緊急対応方針の第４弾を策定しながら、

また、来年度の予算編成の作業も進んでございますので、コロナ対策は当面続きます。中

期化、長期化する懸念もございますので、そういったことも念頭に入れて取り組んでまい

りたいと考えております。政府から、あるいは本日も東京都知事からも、「新型コロナウイ

ルス感染症対策５つの約束」というものが公表されております。「１．常にマスクを忘れな

い、２．常に手洗いを忘れない、３．常に換気に注意する、４．マスクなしで人と１５分

以上話さない、５．家も職場も、毎日掃除と消毒」。様々なことに気をつけましょうという

ことで、疲れてしまう方もいらっしゃるかもしれませんけれども、今ここに述べさせてい

ただきました５つの約束は本当に大切なことでございます。自己防衛という視点も決して

忘れることなく、皆さんと力を合わせてこの国難、難局を乗り越えてまいりたいと考えて

おります。 

 次に、本市の最優先課題であります可燃ごみの処理についてでございます。日野市、国

分寺市と本市の３市で、可燃ごみの共同処理を行うことを目的として設立した浅川清流環

境組合におきまして、本年、令和２年４月１日から、日野市内での可燃ごみ処理施設の本

格稼働を開始いたしました。これまで、施設の見学会については、新型コロナウイルス感

染防止対策のため中止となっておりましたが、一応現時点では、令和３年１月中旬を目途

に開始することを予定しておりますが、今後の感染状況によってはどうなるかというとこ

ろであります。詳細が決まり次第、ホームページでお知らせをいたしますが、見学ができ

る状況になりましたら、ぜひ１人でも多くの方々に、日野市、国分寺市、小金井市と協議
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をしながら一緒に設立をしてまいりました新しい可燃ごみ処理施設を御見学いただければ

と願っております。小金井市では、小学校４年生が、毎年必ず新しい可燃ごみ処理施設を

見学するという計画にはなっておりますが、今年度は、残念ながらコロナの関係で見学に

は行けておりません。大切なことは、これまで約１３年間にわたりまして、可燃ごみの広

域支援を多摩地域の皆様方からいただきました。平成１９年の４月以降、長年にわたり御

支援をいただきました多摩地域の各団体の施設周辺にお住まいの皆様、並びに全ての関係

者の皆様に厚く御礼を申し上げます。本日お集まりの皆様方におかれましても、可燃ごみ

処理施設周辺にお住まいの皆様をはじめとした日野市民の皆様及び関係者の皆様の御負担

を少しでも軽減するため、さらなるごみの減量と分別、資源化の推進に向けまして、より

一層取り組んでいただきますよう、引き続きの御理解、御協力をお願いいたします。 

 続きまして、駅周辺のまちづくりについてでございます。武蔵小金井駅南口第２地区市

街地再開発事業が、いよいよ完成いたしました。本年５月に竣工いたしました。構想が持

ち上がってから、およそ半世紀にわたる小金井市の長年の課題でございました。小金井市

の一つの大きな課題であったこのまちづくりにつきましては、去る６月３０日には、商業

施設、ソコラ武蔵小金井クロスがグランドオープンしたところでありまして、連日多くの

方々がお立ち寄りされているところを私も拝見しております。７１６戸の住宅部分も整備

され、現在は分譲が進んで、入居も進んでいるところでございます。このたびオープンい

たしました新しいソコラ武蔵小金井クロスでは、飲食店や郵便局、金融機関等のサービス、

クリニックなどもでき、皆様の生活も便利になったものと思っております。私といたしま

しても、新たなにぎわいの場が生まれましたことを大変うれしく思っているところでござ

います。去る１１月の１日には、インターイルミネーションの点灯式も行われまして、多

くの方々に御覧いただいているところでございます。第２地区の皆様方は、私からの要請

のお応えいただきまして、５月、６月にかけましては、緊急事態宣言発令中でありました

けれども、世界的に始まっていた医療従事者の方々に感謝とエールの気持ちを送るブルー

ライト、「ライト・イット・ブルー」という運動を進めました。２６階建て・２４階建ての

ツインタワーの最上階では、約２か月間にわたりましてブルーライトを点灯していただき

ました。小金井市にも、たくさんの方々がお住まいなんです。開業している病院だけでは

なくて、勤務医さんや、看護師さんや、保健師さんや、保健所で働いている方、新型コロ

ナウイルスと必死に戦っている職員の方が大勢いらっしゃいます。そういった方々から、

小金井に帰ってくると、ブルーライトを見てとても勇気づけられましたというありがたい
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お言葉もたくさん聞かせていただいたところでありまして、組合の方々には感謝をしてい

るところであります。引き続き、東小金井駅北口の土地区画整理事業にも、鋭意取り組ん

でいるところでございます。武蔵小金井駅の北口の新しいまちづくりにも、地元の方々と

力を合わせてまいります。今後の課題といたしましては、区画整理はこの計画をしっかり

計画どおりに進めるということ、そして武蔵小金井駅の北口の新しいまちづくりをしっか

り進めていくということが大きな課題となっております。しっかり取り組んでまいりたい

と思います。 

 小金井市の人口でありますけれども、１１月１日現在の最新の人口は１２万３,４５８人

となっております。この４か月で見ましても４００人以上の増加となっておりまして、東

京都の今年８月１日の統計――これは毎月出ているのですが、人口伸び率は今、多摩地域

で１位は小金井市となっております。人口の伸びが一番大きいのは小金井市です。そして、

都内全域では３位となっておりました。また、世帯数も６万１,７３９世帯となっておりま

す。小金井市は１２万市民、６万世帯、毎年１,０００人の新生児が誕生しているところで

ございます。一方、６５歳以上の高齢化率は２１％と、全国の平均２８％に比べると低い

状況でありますけれども、高齢化は確実に進展しているところであります。そして、小金

井市の人口の特徴として、平均年齢が若いというところが特徴でございまして、４４.１１

歳――これは東京都が発表している最新の数字ですが、多摩地域では２番目に市内の平均

年齢が若いのが特徴です。ちなみに、１位は稲城市ということになります。また、特徴と

いたしましては、特にファミリー世帯の方々の転入が超過となっておりまして、子どもた

ちの数がとても増えております。出生率はあまり変化はないんですけれども、ファミリー

世帯、人口そのものが増えているという状況であります。市長就任以来、待機児童の解消

に全力を挙げて取り組んでまいりました。平成２７年、私が市長に就任する前の４月、こ

のときの保育定員数は２,００７人でありましたが、今年の４月には３,２５５人まで増え

ました。そして、今年度も新たに６園、６つの認可保育所を新設し、来年の４月１日に備

えてございます。その結果、新規定員増は今年１年間で４１０人、総定員数は、来年の４

月１日で３,６６５人となることを見込んでおります。正直申し上げまして、相当な数の保

育園を新設してまいりました。２,００７人だった定員数が３,６６５人でございます。し

かしながら、人口増、ニーズの多様化、またニーズの増、社会経済情勢、こういったこと

を踏まえまして、今年４月１日の待機児童数は、昨年よりも１４人は減ったものの９７人

となっておりまして、待機児童の解消は喫緊の最重要課題と位置づけて、鋭意取り組んで



 -11- 

おります。いまだ達成できない状況でありまして、大変申し訳なく思っております。来年

の４月に向けまして、全力で取り組んでいるところでございます。引き続き、子育て世代

の皆様の多様なニーズに応えられるよう、努力してまいりたいと思っております。また、

小金井では、長年の課題でありました産後ケア事業というものが１０月、そして１１月１

日からは宿泊型と、日帰り型・宿泊型がスタートいたしました。これは大変ありがたい事

業なんです。そして、病後児保育はあったのですが、病児保育はなかったんですね。その

中で、昨年１１月には、桜町病院の中に１園、病児保育を開設できました。そして、今年

も、１０月だったと思いますが、２園目の病児保育を、武蔵小金井駅の南口のすぐ駅前に

開設することができました。これで３園、病児・病後児保育園の事業者に、大変重要なお

仕事を担っていただいていることであります。また引き続き、多様なニーズに応えていけ

るように努力をしてまいりたいと思っております。 

 続きまして、公共施設の整備についてでございます。現在、新庁舎・（仮称）新福祉会館

建設や、不燃系の清掃関連施設の建設に向けて、鋭意取り組んでいるところです。先行い

たしますのは、まず二枚橋の跡地に新しい不燃系の清掃関連施設を新設させていただきま

す。１１月の下旬には市民の方々に向けました建設説明会を開催し、来年早々には建設着

工を考えております。現在、実施設計に取り組んでいるところであります。その後、中間

処理場に２つ目の清掃関連施設を建設する予定でございます。これは、中間処理場の老朽

化や、暫定となっている庁舎建設予定地の缶・ペットボトル施設の老朽化、こういった課

題を解決するための事業でございます。二枚橋焼却場の跡地と、貫井北町にある中間処理

場の２か所に、新しい不燃系の清掃関連施設を再整備する計画でございます。二枚橋跡地

につきましては、市議会での議決を踏まえまして、設計・施工一括発注により、現在作業

を進めております。二枚橋の跡地では、粗大ごみの処理などを行う施設の基本設計が現在

終わりまして、実施設計に取り組んでいるところです。令和４年春の本格稼働を目指しま

して、現在作業を進めているところでございます。また、新庁舎・（仮称）新福祉会館建設

におきましては、実は今日も市議会で特別委員会が行われたところでありまして、活発な

御審議をいただいたところでありますけれども、現在、実施設計が、鋭意その作業を進め

ているところでございます。 

 まもなく、もう６時半を過ぎましたので、お伝えしたいことはいっぱいあるんですけれ

ども、この辺りで最後の報告にしたいと思います。お手元に、小金井市予算の概要という

資料をお配りさせていただきました。ぜひ御覧いただきたいと思います。この中の事業、
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また御当地では、桜町ということで、この地域に関連する事項などを踏まえて、少し、今

年度どのような事業に取り組んでいるのかというところを御紹介します。 

 １４ページの真ん中、「公園灯ＬＥＤ化事業に要する経費」ということで、計上してござ

います。小金井市では、約８,０００灯ありました街路灯を、既にほぼ全てＬＥＤに交換し

ました。今は、市立公園の中にある街灯・街路灯を全てＬＥＤに変える工事を順次展開し

てまいります。また、１５ページの一番上には、今申し上げた「清掃関連施設整備に要す

る経費」ということで、計上させていただいております。また、１６ページをお開きいた

だきたいと思いますが、こちらでは、木造耐震診断助成金や耐震改修、地震への備え、ま

たブロック塀を撤去する費用を助成する制度を新設させていただきました。その他もろも

ろ、新規事業につきまして、様々なことを計上させていただいておりますので、ぜひ御参

照していただければと思っておりますので、よろしくお願いいたします。 

 以上、今般の新型コロナウイルス感染症対策や、私が特に重要な課題と位置づけている

点につきまして、申し上げさせていただきました。これらのほかにも様々な課題がありま

すし、皆様の関心も様々だと思っております。本日は皆様との対話を通じまして、限られ

た時間ではありますが、たくさんの御意見・御提案をいただき、それを今後の市政運営へ

しっかりと反映させていきたいと思っておりますので、どうぞ活発な御発言をお願いいた

します。最初はコロナのほうから、いろいろと皆様方からのお声をいただきたいと思って

おりますので、よろしくお願いいたします。ありがとうございました。 

 

３ 懇 談 

 

〇司会者 

 それでは、意見交換に入らせていただきます。今回は、最初はコロナの関係をテーマに

しまして御質問を賜りまして、その後、フリーテーマという形にさせていただければなと

思っております。あと、今回、遅い時間にもかかわらず多くの方に御出席いただいており

ますので、できる限り皆さんに多く発言していただければなと思っております。発言され

る方につきましては、要点を絞って簡潔にお話しいただき、大体二、三分程度にまとめて

御発言いただければなと思っております。なので、５分を超えるような場合は、もしかし

たら私のほうからお声をかけさせていただくこともあるかと思いますけれども、すみませ

ん、そのところは御理解と御協力のほどお願いしたいと思います。それでは、今回はコロ
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ナの関係で、御質問のある方はお願いします。 

 

〇市民Ａ 

 今日はありがとうございます。マスクをつけたままですみません。３点お願いいたしま

す。このコロナ禍で、自殺者数が大変増えております。特に、女性が増えているとの報道

があります。これに対しての対策、予算とか、そういうものはありますでしょうか。もう

１つが、コロナ禍における災害に対する対策です。避難所などへの対応は、この後、何か

対応策などはございますでしょうか。もう１つが、やはりコロナの、今の「５つの約束」

などで、大変、コロナ鬱というものが発生しております。これに対して、精神科の専門家

などへの連携などは行われる予定はございますでしょうか。よろしくお願いいたします。 

 

〇西岡市長 

ありがとうございます。とても大切な、重要な御指摘や御質問をいただいたと思ってお

ります。コロナ禍における、またコロナによって増加していると思われる自殺対策、感染

症対策下における災害対策、また、コロナ対策によって引き起ってしまっているコロナ鬱

への対策でございます。まず、自殺者対策でございます。折しも、小金井市は昨年度、初

めて小金井市自殺対策計画というものを策定いたしました。資料は今、全てホームページ

等に公表させていただいております。専門家の皆様方に、かなり御熱心な御審議をいただ

きまして、策定をさせていただきました。私、市長といたしましては、小金井市長ですか

ら、小金井市内においては、自殺はゼロを目指したいと。これは率直な思いです。昨今、

報道を見ますと、若い芸能人やタレント、俳優、私も残念ながらよく目にする傾向が増え

ているなと思っております。様々な事情があると思います。孤立や、その方を取り巻く支

援の手、差し伸べる手や、寄り添っていける環境というものがなく、とても大切な貴い命

を自ら断ってしまうという、本当に残念なことです。悲しいことです。決してあってはな

らないことだと、本当に私も思っています。先般、自殺対策計画に基づいて、初めて講演

会を開催させていただきました。メンタルの専門家の先生にお越しいただいて、講演をい

ただきました。また、小金井市ではこれまでも、ゲートキーパーを増やす取組を進めてき

たところであります。幅広い年代において、こういった残念な事象というのはあるわけで

ありますけれども、その年代年代に合った適切な取組というものがあろうかと思っており

ます。市といたしましては、ゲートキーパーの要請や、策定した自殺対策計画に基づいて、
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これまで実施できていなかったような事業をしっかり展開してまいりたいと思っておりま

す。特に１０代、２０代、若い方々の自殺もしっかり受け止めなければいけないし、深刻

な状況なのだろうと考えております。そういう意味で、教育機関ともしっかり連携をしま

して、その取組を推進してまいりたいと考えているところでございます。災害対策です。

去る１１月の１日に、小金井市総合防災訓練を実施いたしました。毎年、誰でも参加でき

る、たくさんの方々に来ていただきたいと呼びかけをして、防災訓練を行っておりました。

私が市長に就任してから、初めての取組として、例えば東京学芸大学と連携した、大学を

会場とした防災訓練、東京農工大学でも開催しました。今年は、本来はすぐ近くの第一中

学校で開催する予定でしたが、コロナの関係で内容を変えまして、今まで実施する必要性

がありながら、なかなか実施できていなかったような課題、まあ対象者を絞って、コロナ

の関係がありましたので誰でも参加できる防災訓練ではありませんでしたが、災害関係者

の方々に集まっていただいて、コロナ対策を施した上で防災訓練を実施いたしました。市

役所では、私ども市長、理事者、部長職では、災害対策本部設置・運営訓練を行いました。

また、消防署と消防団の皆様方には、震災時を想定した図上訓練を消防署で行っていただ

きました。そして、御指摘の感染症対策下における避難所の運営ということを、東小、四

小、一中、この３会場で、初めて実施をさせていただきました。コロナの感染が引き起こ

っている状況の中で震災などが起きた場合、避難所をどう設営するのかという視点で取り

組んだものでありまして、いろいろな課題が把握されており、今、そういった課題の整理

をしているところでございます。今年に関しましては、幸い、今のところ、大型台風によ

る被害はなかったんですね。しかし、昨年は台風１９号、まあこの三、四年は毎年毎年全

国で甚大な被害が発生しておりまして、小金井もこれから先、例外ではありませんので、

東京都のハザードマップも改定されているところでありますので、風水害と地震というも

のをしっかり念頭に置いた、感染拡大のさなかにおける災害対策というものにしっかり取

り組んでいきたいと思っております。やはり避難所の設営というのが、ある種、一番密に

なりやすい部分でもありますし、また帰宅困難者対策にも関連する部分でありますので、

大災害発生時に密となるような可能性のある部分について、どのような設営をしていった

らいいのかということを考えています。小金井市では既に、東京都の方針も参考にしなが

ら、避難所開設における感染症対策方針というものも策定をさせていただいたところでご

ざいまして、今後こういった感染対策も念頭に入れ、引き続き力を入れてまいりたいと考

えているところでございます。コロナ鬱に関してでございます。私も、そういった方が今
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発生してしまっているというお話は伺っております。特に、これまでにない不安、いろい

ろなことに対する懸念、また、鬱とは若干それるかもしれませんが、一つ深刻なのがコロ

ナ差別であります。これまでも、人権問題に関わるということで、コロナに発生した人は、

その人が悪い、その人を責める、その人を社会みんなで攻撃をするということではなくて、

悪いのはウイルスですから、人を責めるべきものではないと思います。特に、子どもたち

の世界で、例えば、決してコロナではないんですけれども、学校を１日でも休んでしまえ

ば何か言われてしまうんじゃないか、そして体調が悪いことを言えなくて、無理して通っ

てしまっている子がいるんじゃないか、そういう心配もあります。ですから、コロナ差別

を絶対起こさないということで、人権問題にも今取り組んでいまして、先般も、この地域

の人権擁護委員会の方々が、コロナ差別をなくそうという新しいポスターを作成しまして、

既にＣｏＣｏバスに掲示してあります。また、今、市でもカラー印刷を一生懸命していま

して、公共施設などにも取り組みます。また、大熊教育長ともこの件についてはずっと話

をしていまして、学校でも既にいろいろなことに取り組んでくれていますが、引き続き分

かりやすいポスターの掲示なども含めて今、教育委員会でも取り組んでいただいていると

ころでございます。時間の関係で、以上とさせていただきます。再質問があればどうぞ。 

 

〇市民Ａ 

大丈夫です。 

 

〇司会者 

 そのほかに、コロナの関係で御質問のある方がいらっしゃいましたら、挙手のほうをお

願いします。 

 

〇市民Ｂ 

 質問じゃないんですけど、先ほどの避難所の件なのですが、最近、段ボールベッドとパ

ーティションがすごく効果的じゃないかというところで、ほかの自治体でも導入されたと

ころがあると思うんですけど、要は、プライベート空間を作るということはコロナじゃな

くてもすごく大事なことだと思うので、それをぜひ導入していただきたいなと思います。 

 

〇西岡市長 



 -16- 

 貴重な御要望・御意見、ありがとうございました。既に、段ボールベッドやパーティシ

ョンは、購入を毎年進めております。先般、私も５つの訓練会場を全て視察しました。私

も市役所の参加者ですから当然なんですが、一中では段ボールベッドの設置訓練も行って

いただきました。私も実際、段ボールベッド、組み立てたものに乗ってみたり、座ってみ

たりしました。非常に頑丈でありました。御指摘のように、感染症対策にも、やはりパー

ティションの必要性はありますし、仮に感染症対策がなかったとしても、プライバシーの

保護ということで、この間も継続してずっと買い足しをして、備蓄をしてきました。今は

具体的な数字は持ち合わせていないんですけれども、これが充足するように、これからも

しっかり予算化を図っていきたいと考えているところでございます。また、備蓄品につき

ましては、コロナの関係で、非接触式体温計でありますとか、マスクでありますとか、手

指消毒液でありますとか、これまで以上に感染予防につながる備品も相当数必要な状況と

なっておりますので、こういったものも既に予算化しまして、順次購入を進めているとこ

ろであります。以上です。 

 

〇市民Ｃ 

 コロナの予算のことなんですけれども、事業の支援とか芸術家の支援とか、いろいろあ

ると思うんですけれども、収入が減った分を下支えするという時期は、ある意味、最初の

二、三か月でもう過ぎたんじゃないかなと思って、もうそろそろこの状況を逆に生かして、

新しい事業を起こしていくという発想が必要なんじゃないかなと思っています。そういう

意味で、応援弁当とかはすごくすてきな取組だなと思ったので、私も渋谷とかでチラシを

配ったりとかしていたんですけれども……。 

 

〇西岡市長 

 ありがとうございます。 

 

〇市民Ｃ 

 ああいうことで、また逆に、まちの、今まで行ったことのないお店を知ることができる

すごくすてきな取組だなと思ったんですけれども、ほかの、例えば芸術家支援だとか、飲

食以外にも売上げが減ったお店はいろいろあると思うのですが、今、仕事が激減している

から時間がある、これを逆に一つまちの事業として、事業を起こしていくという取組はあ
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るのでしょうか。 

 

〇西岡市長 

 ありがとうございます。これはまた、非常に重要な御指摘・御質問だと思います。まず

は、私がコロナと向き合って１０か月です。感じていることは山のようにあるんですけれ

ども、今までなかった変化、そして肯定的に受け止めている変化が２つ３つあるんですね。 

 １つは、明らかに、今までは通勤をして、小金井市は基本的には休むところ、寝る場所

という方もいらっしゃいます。しかしながら、テレワークや在宅ワークが加速度的に進み

まして、日中も含めて小金井で過ごす時間が飛躍的に長くなっている方がとても多いです。

そういった皆様方は、日中散歩をして、今まで行ったことのない公園に行ったり、あるい

はお昼御飯を食べるので、自分なりにおいしいお店を探してみたり、テイクアウトしてみ

たり、地域への発見、再発見といいましょうか、コロナによって、今まで見られなかった

小金井市地域のいろいろなものが見えてきている。そして、そのことによって人とのつな

がりも芽生えつつあるということは、前向きに捉えている変化です。２つ目が、これまで

以上に政府や地方行政、政府は当然のことと思いますけれども、特に都政や小金井市政と

いう身近な地方行政への関心というものは明らかに高くなっていると思っております。そ

れも、私としては、市政への関心を持ってもらうという意味では、コロナが引き金になっ

ているというところは若干皮肉なところもありますけれども、しかし、それはそれで、小

金井市政ではどんな取組をしているのか、今私たちの生活をしっかり支えてくれているの

かどうなのか、こういったことをいろいろな意味で皆さんが厳しい目で御覧になっている

と思いますので、それは、私は、市長としては、とても前向きに捉えているところであり

ます。コロナ禍を受けた新しい事業についてということでございます。御指摘のように、

緊急事態宣言を発令したり、休業要請をしたりという状況と今とは、若干局面は変わって

はきています。今、小金井市は様々な経済対策の中でも、第２弾の締切りが１１月３０日

と迫っているところであります。今後の感染状況によっては、引き続き収入に大きな影響

を与えるような局面もあるかもしれませんので、それはまた引き続きしっかり対応してい

きたいと思っておりますが、御指摘の新しい事業です。１つは、テレワークの環境を進め

てほしいという声もあります。いろいろな取組がスタートしておりまして、小金井市では

ＫＯ‐ＴＯという、事業創造センターというのが東小金井にありますが、あちらで初めて、

新規事業で、たしか月８,０００円だったと思うんですけれども、詳細はホームページを御
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覧ください。市のホームページから入れますが、シェアルームの中でテレワークができま

すよ、御利用くださいという初めての事業もスタートしたところです。また、民間のホテ

ルも、ホステルというところがテレワークでお部屋を貸し出しているようなところも始ま

りまして、そういった情報を市として提供していくことも、これから考えていかなければ

いけないと思っております。また、現在、小金井市観光まちおこし協会と連携いたしまし

て、新しい生活様式の中で、これから地域のコミュニティーをどうやって構築していった

らいいのだろうかという、今、予算をつけまして、鋭意検討をしていただいているところ

です。まだ結果は出ておりませんけれども、こちらも新しい生活様式に伴う地域コミュニ

ティーの在り方、こういったことを考えるような事業化に結びついたらいいなと考えてい

るところであります。また、新しい事業という意味におきましては、ＧＩＧＡスクール構

想や、先ほども申し上げましたように高齢者の方のＩＣＴ環境をサポートしていくような

事業を、私はぜひスタートしたいと思っているんですね。民間では、例えば、呼名は挙げ

ませんが、いろいろなスマホ・携帯の事業者の方が高齢者向けの教室をやると、すごい募

集だそうで、大変な大人気で、全ての方々を受講生として受け入れることができないと聞

いているんですけれども、大変関心が高いんですね。やはり、そういった高齢者の方の、

デジタル・ディバイドというのは古い言葉ですけれども、ＩＣＴ環境をしっかり整えたい、

そう願っている方々にどのような支援ができるかということを考えるのが大事かなと思っ

ております。現在、シルバー人材センターといろいろと協議をしておりまして、高齢者の

方々のＩＣＴ環境を整えるときには、やはり同じ世代の方々がどういったところに苦労す

るのかという視点を分かっている方が一緒になって勉強したほうがいいのではないかとい

う思いが私の中にあったものですから、今シルバー人材センターの中に、ＩＣＴに非常に

たけた方も大勢いらっしゃいます。こういった方々と高齢者の方々のＩＣＴ環境をもっと

もっと身近なものにしていくような講座でありますとかを、市が支援をしていく、そうい

う事業にも取り組んでいきたいなというふうに考えているところでございます。まだまだ、

もし、こんな事業をやってみたらどうでしょうかという御提案・御提言があればぜひお聞

かせいただきたいと思いますので、よろしくお願いします。 

 

〇市民Ｃ 

 追加の質問になっちゃうんですけれども、つまり今、テレワークとかを推進して環境を

整えようとしていた、そこは分かったんですけれども、今足元で収入が減った人たちに対
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して新しい事業を起こしているという取組は、まだなされていないということ。単発的に

はもちろん取り組んでいらっしゃるんだと思いますし、むしろ収入が減った方々が自主的

にいろいろ取り組まれているということはたくさんあると思うんですけれども、市として、

まちの活性化というか、まちの事業化として、大きな事業、一つのまちづくり事業じゃな

いですけれども、そういう感じでやっていく事業というのは、今のところはまだ、具体的

に動いているようなものはあるんでしょうかということが１点。あと、提案というほどの

提案ではないんですけれども、例えばアーティストの方というのも、今、時間があるとき

とか、例えば学校とかで、普段、学校の先生から教わることができないようなプロの仕事

としての芸術活動とかを、時間をかけて教えてもらえるチャンスなんじゃないかなと思う

んですね。全４回とか６回とかで、プロの仕事というのは、例えば学校でやる音楽なり図

工なり、そういうものとはこれだけの違いがあるんですと。例えば、私は元記者だったか

らそう思うのかもしれないんですけれども、子どもの作品とか文章というのでも、プロの

文章力と作文に求められる文章力というものはすごく違うと思いますし、そういうものを

逆に、セミナーを開いてもらう、そしてその謝礼を払うことで収入にもつなげられる。そ

れが、たまに１回２回の講座みたいな形ではなくて、恒常化させるようなことになると、

小金井はすごく独自な教育をしているというような、すごく個性的な教育をしている小金

井市というスタンスも取れるようになるのではないかなと思います。 

 

〇西岡市長 

 貴重な御提言、ありがとうございました。それに近い考え方として、実は今、教育委員

会とずっと継続的に協議しているのは、もちろん芸術家やアーティストの方で困っている

方も大勢いらっしゃいますね。今、予算規模は限られていますが、１００名を対象とした

動画の募集をしておりまして、選考も終わりまして、いよいよ動画の申請を受け付けてい

くということで、アーティスト支援については第２弾を打っていきたいとは考えておりま

すが、御指摘の継続的な雇用といいましょうか、その方の家計全体を支えていただくだけ

の事業の構築には、残念ながら至っていないというところでありますが、参考にはさせて

いただきたいと思っております。そんな中で、大学生の方々も、コロナによって非常に困

窮したり、困っている方も大勢いらっしゃいます。小金井市は、御承知のように大学が多

く、本市も６つの大学と包括的連携協定を締結させていただいております。先ほどは平均

年齢が４４.１１歳と若いんですよというお話をしましたが、学生が多いということも一つ
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の要因になっていると思います。その学生の方々と、公立小中学校１４校を結ぶ事業を構

築できないかという、今、検討をしております。将来教員を目指す学生さんも、市内には

多いです。在住・在学の方々を対象として、公立小中学校における、例えば学習支援であ

ったり、あるいは放課後の居場所であったり、あるいは学校長が必要と思う業務であった

り、いろいろな業務が学校の中にはありまして、学校も今、感染症対策も含めて大変な毎

日であります。先生たちも、本当に一生懸命頑張っておりますが、すさまじい緊張感の中

での学校運営となっております。そういった中で、これまでになかった大学生の方々が働

ける場所として、期間はアルバイトになってしまうかもしれませんけれども、期間は限定

になりますが、大学と学生を結ぶ新たな事業の構築に向けて今、検討しているところであ

ります。また、市役所での職員募集に際しても今、会計年度任用職員制度という新しい制

度ができましたけれども、コロナ対策の関係で今、正直申し上げまして、緊急に人員を確

保しなければいけない状況があります。時に民間委託によって、事業者に業務を委託する

ようなケースもあれば、直営でやっている業務に関しましては臨時職員を急遽募集したり、

会計年度任用職員を学生も含めて募集しておりまして、市役所における雇用の、緊急雇用

という視点も踏まえて今、様々な募集をしているところであります。御指摘であった学校

と芸術家、例えば絵や音楽など、そういったプロの方々と学校とが結びつくような、そし

てその方々の事業をお支えいただけるような、そういったものが小金井らしい教育になる

のではないかという御意見は、大変貴重な御意見として参考にさせていただきたいと思い

ます。ありがとうございました。 

 

〇市民Ｃ 

 すみません。前半の質問の、今事業化されているものとか。 

 

〇西岡市長 

 コロナを踏まえた新しい雇用を生み出す事業というものは、現在のところはまだ明確な

ものはないかなというふうには考えておりますが、大いに検討してまいりたいと思ってお

ります。 

 

〇司会者 

次の方、いらっしゃいますか。コロナの関係で。よろしいですか。はい、どうぞ。 
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〇市民Ｄ 

 どうも、こんばんは。 

 

〇西岡市長 

 こんばんは。 

 

〇市民Ｄ 

 前回の座談会で、コロナのＣＯＣＯＡというアプリケーションをもっと小金井市で進め

たらいかがですかというお話をさせていただいて、市長のほうで検討していただいて、市

報のトップの画面に、一番目立つところに出していただいてありがとうございました。座

談会の意味があるんだなと、市民がお願いすればすぐにやっていただけるんだなと感じ、

感謝しています。ちょっと厳しいことを言いますと、せっかくトップで一番いいところに

ＣＯＣＯＡのことを書いていただいたのですが、何のためにこれをやるのかというような、

小金井市としてのメッセージ性が全然ないんですよね。厚労省か何かの文章をぺたっと貼

り付けているだけで、せっかくあの紙面を有効に使うとしたら、もう少しＣＯＣＯＡとい

うのがどういう機能を持っていて、誰のために何になるんですよ、それともう１つは、市

民が協力しないとこのシステムは成り立ちませんよというようなところを、もうちょっと

言っていただくともっとよかったのかなと。こういうことがなぜ起きるかというと、やは

り担当者がそこまでよく理解していないのではないかと。そういうことが多くあると思い

ますので、改善していただくと、座談会の目的もますますよくなるのではないかと期待し

ております。 

 

〇西岡市長 

 御指摘をいただきました。ありがとうございました。市報には掲示をしてございます。

もうちょっと分かりやすい説明などを加えていただきたいということでございましたので、

検討させていただきたいと思います。健康課を中心に、ＣＯＣＯＡにつきましては、日々

厚労省などから様々な情報が発信されたり、また、ソフトも大分、途中不具合があったり

して大きな課題がありましたが、いろいろ改善をしているということでありまして、濃厚

接触の、自分の置かれている環境について把握する上でも非常に効果的なソフトと認識し
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てございます。引き続き検討させていただきたいと思いますので、よろしくお願いいたし

ます。ありがとうございました。 

 

〇司会者 

 あと、コロナ関連で御質問のある方は、ございますか。 

 

〇西岡市長 

 どうぞ。どんなことでも結構ですので。 

 

〇市民Ｅ 

 はい。 

 

〇西岡市長 

 コロナ関連です。 

 

〇市民Ｅ 

 コロナ関連？ 

 

〇西岡市長 

 今はまだコロナ関連をやっています。 

 

〇市民Ｆ 

 どんなことでもいいって言ったじゃん。 

 

〇司会者 

 一番前の方。 

 

〇市民Ｆ 

 すみません。度々申し訳ありません。コロナの中で、もう一つの懸念というのが、子ど

もたちへの影響です。先ほどのＧＩＧＡスクール構想でありますが、コロナの差別とかが
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あって、今日のニュースでも、わざとＰＣＲ検査を子どもに受けさせなかった、なぜなら

ば陽性の場合、差別を受ける可能性があるということでした。先生方にも、中には、検査

を受けて陽性になった場合に、自分の生徒などに対しての影響が出るのではないかという

懸念も見受けられる可能性もあります。また、子どもの出席日数、例えばネットでこれを

受けた場合に出席日数になるのかとか、いろいろなものが、要は家庭内学習の場合の対応

などについて、どのようにお考えでしょうか。 

 

〇西岡市長 

 まず、ＧＩＧＡスクール構想は、１人１台の端末が確保され、そして御家庭におけるＷ

ｉ‐Ｆｉの環境にも支援策を持っております。アンケートも取りました。中学生でＷｉ‐

Ｆｉ環境がない方が、約２％、小学生の方で約３％でございます。それで、Ｗｉ‐Ｆｉの

ルーターを、たしか１００台前後レンタルしまして、無償で貸出ししております。また、

接続環境がなかなか分からないという場合にも、これは大熊教育長から聞いたのですが、

ある学校はおやじの会とか、そういった分野に詳しい方々がみんなで協力するよと言って

くれて、そういった御家庭の支援に乗り出すよと言ってくださっている学校もあるようで

ございます。そういった地域の力も借りて、もしも学校に行けない事情が生徒さんにあっ

た場合はこの端末も活用させていただいて、これはコロナということではなくて教育全般

に有効に活用しようということを今、教育委員会のほうでは考えていただいております。

そして、先般のＧＩＧＡスクール構想説明会でも、教育長や指導主事や校長先生から様々

な報告をいただきました。小金井市の場合は、幸い、プログラミング教育を先行実施して

いた前原小学校、そして本町小学校が、かなり全国でも先駆けた形で、このような学習を

進めてまいりましたので、こういったノウハウを生かしてオンライン教育を多面に有効に

活用していただきたいと考えているのが、まず１点でございます。 

 また、家庭環境ということで申し上げれば、様々な御家庭がございますので、各校長先

生や教育委員会の皆様方としっかり連携を取っていただいて、その御家庭に適したアドバ

イス、助言というものを行っていけるように努力してまいりたいと考えております。 

 以上です。 

 

〇市民Ｇ 

 すみません。アーティスト支援の件なんですけれども、私、今回の動画募集で応募して、
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作ることになっているんですけれども、多分の次の予算とかで、また新たにやるみたいな

感じではあるのかなと思うのですが、今回、私は条件にたまたま当てはまったんですけれ

ども、例えば過去１年以内に市内の仕事で対価を得た人という条件であったりとか、その

辺りは結構ハードルが高すぎると。しかも、動画を作るという条件で５万円という報酬と

いうか支援だと思うのですが、それについて、かなり微妙だなと正直思ったんですね。と

いうのは、東京都のアーティスト支援は１０万円という額だったんですけど、かなり条件

も緩くて、過去１年に都内で仕事をしていたとか、そういう条件は全くなかったんですね。

だから、知り合いのアーティストとかで、市内でかなりバンド活動とか絵とかをやってい

る方でも、普段は、例えばイラストの仕事を市外から取ってやっているという方もいたと

思うんですね。そういう人は、多分当てはまらなかったんじゃないかなと思うので、その

辺りを、次の支援策ではどういうふうに考えているのかなというのがすごく気になってい

ます。私は今回のときに、この条件は厳し過ぎるんじゃないですかという意見をコミ文の

ほうに実際送ったんですけど、それに対する検討や回答はなかったんです、実は。そのと

きに、テキストと画像だけで自分の普段の活動を紹介するという応募の仕方をして、その

普段の活動を市のほうでポータルサイトみたいにして、市内にこんなアーティストがいま

すということを紹介するサイトを作ったらどうですかという提案をしたんです。それだっ

たら、５万円だったとしてもそんなに準備するのも大変じゃないし、それで、もし、ほか

のところから仕事が来たらすごく助かると思うんですね。そういう形が、もし５万円とい

う額だったら割といいんじゃないかなと思ったんですけど、次の支援策はどのように考え

ているのかなというのをお聞かせいただきたいなと。 

 

〇西岡市長 

 まず、市のアーティスト支援の事業に応募いただきまして、ありがとうございました。

ぜひ、すてきな動画を作成してください。楽しみにしております。まず第１弾として１０

０名、そして予算規模五百数十万円で、謝礼金として、採用されたら５万円。たしか複数

で申込み――２名、３名、４名という形で、上限があったとは思いますが、グループでの

申込みも可能であったかと思います。第１次選考も終わりまして、今度はおっしゃるとお

り動画の作成、成果品を、恐らく締切りに向けて受け付けまして、いよいよユーチューブ

に載せていくという終盤の作業に入ってまいります。このアーティスト支援は、東京都の

事業と非常に似ている事業ではありますが、小金井市においても、私としてはこれをやる
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意味がある、意義があると考えました。その方への支援につながるだけではなくて、この

動画を通じて多くの市民の方々にもちろん見ていただきたいし、御覧になっていただける

と思いますが、今までになかったつながりが芽生えていく可能性もありますし、発見にも

つながるでしょうし、効果的な側面が非常に多いなと。初めてやる事業です。御指摘のよ

うに、小金井市の場合は、申請の基準の一つに、１年以内に小金井市内においてお仕事を

して、収入を得ているということが条件となっておりました。そのことについて、厳しい

でありますとか、申し込みたかったけど私は申し込めなかったというような声は届いてい

ます。したがいまして、具体的なことは申し上げられませんが、第２弾の指示をしてござ

います。アーティスト支援第２弾も指示していますから、まず一つ今はっきり申し上げら

れることは、今般対象とならなかった方、基準をどのような形で広げていけるのか、この

ことについて、当然のことながら考えています。そして、動画作成とそれに見合った金額

との関係については、若干検討が必要かなと思っておりますし、難しいのは、動画の作成

も、その方の感性といいましょうか、何を作るかによって、非常に作り方はいろいろなも

のがあるようなんですね。なので、若干、担当ともこれから検討させていただくんですけ

れども、私としては第１弾で終わることなく、今日申し上げられることとすれば、第１弾

で対象とならなかった方を対象にできるように、そして第１弾で見えてきた課題を整理で

きるものは整理して、改善して、第２弾につなげていきたいと考えているところです。今

日のところは、そういうところにさせていただきたいと思います。 

 

〇市民Ｇ 

 一応、もう一言付け加えると、動画を作るって意外と大変なんですよね。普通に撮った

動画をアップするというのはすぐできると思うんですけど、人が見て楽しめるレベルの動

画を作るというのは、やっぱりそれ専門の方が作らないとそれなりのものは作れないので、

普段別の活動をしている方がそういう動画を作るって結構大変だと思うんですね。だから、

そこら辺をもうちょっと考え直していただいたほうがいいかなと思います。 

 

〇司会者 

 そのほか、コロナ関係で御質問のある方はいらっしゃいますか。よろしいですか。 

 

〇市民Ｈ 
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 こんばんは。私ごとで恐縮なんですけれども、常日頃、私は保育士として小金井の公立

の保育園で今まで勤務してきたんですが、今はこども園なんですけれども、とはいえ、正

規職員ではなく非常勤、パート職なんですね。最初の３月の緊急事態宣言のときは、保育

の御家庭が登園自粛になる中、正規職員さんはシフト制になって、在宅勤務となり、なの

で、私はどちらかというと毎日出勤しまして、今テレワークと言っている御時世の中、現

場で働けるというのは、ある意味とてもありがたいことではありました。今回、ここで、

保育事業者などへの支援で、職員に対し慰労品を支給となっているのですが、この職員と

いうのは正規職員ということなのかなという疑問がございます。どこの保育園も、パート

や非常勤がいないと成り立たないと、私はとても自負しているのですが、職員か職員じゃ

ないかという色分けがあるのかなと。職員さんは、これは園の対応なのか分からないんで

すけど、私はそういう感じで、ずっと３、４、５、６月までほとんど毎日、正規職員さん

以上に働いていました。御自分で身の危険を感じるというパートの方は自らお休みされて

いたんですけれども、何か、正職さんは休職手当が出て、パートさんは結局何も出なかっ

たとかいう話もあったりして、何というか、その辺をどう行政で考えて、やっていただけ

るものなのか。私はとても、とにかく働けることだけでもありがたいなとは思っているん

ですけれども。もう１点。私は保育士の資格を生かして、保育のサポーターの自主グルー

プを運営しているわけなのですが、今回コロナ禍で、ファミサポさんが見つからなかった

といって頼まれることがあるんですね。自主グループなので、後ろ支えが何もなく、保育

士として保育士保険というのはもともとあるわけですが、今回、ファミサポさんは利用料

の助成もあるということで、いろいろな保育の支え方というのがあると思うのですが、そ

ういったものは何か、いろいろな御要望があるので。本当に皆さんお困りで、ファミサポ

さんが見つからなかった、洗濯機のスイッチを押すこともできないと。保育士なんですけ

ど、家事もやってもらえないですかとか。せめて保育ぐらいはサポート差し上げたいと思

うのですが、通常従事している保育園以外の曜日、勤務外の土曜とか日曜とか、ファミサ

ポさんが見つからない、ちょっと来てほしいと頼まれたときに、保険とか保障とか、そう

いうものがあると、私は自主グループを運営している中で、スタッフの皆さんへの心の支

えや安心につながるのではないかなと感じております。何か、いい御協力をいただけたら

ありがたいなと思っております。よろしくお願いします。 

 

〇西岡市長 
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 まずは、市内で保育士として、感染リスクの高い中で、子どもたちのために、子育て中

の御家庭の支援のために連日御尽力いただきまして、本当にありがとうございます。市長

として、心から御礼と感謝を申し上げます。まず、御指摘の保育従事者支援、慰労金の支

給の関係ですが、今月中にも対象者の方々にお送りする準備を今、担当で進めております。

対象のところにつきましては、現状、予算を可決させていただいてから、各園の方々と、

いろいろなお声をいただきながら、また園によってもいろいろな方針があるようでござい

ます。そういったことを踏まえて、市の基準と、実際の状況がどうなっているのかという

ことについては、担当からヒアリングして、追って御報告をさせていただきたいと思いま

すので、よろしいですか。 

 

〇市民Ｈ 

 ありがとうございます。 

 

〇西岡市長 

 基本は正規職員というところから発送しているものだと思われるのですが、現状、担当

も、議会でこの予算を可決していただいてから、いろいろな事業の詳細をさらに組み立て

ています。しかし、現時点でまだ園からそういうお話がないということであれば、残念な

がら正規職員の方や、多分勤務時間というのが一定基準にもなるのかなと思っているんで

すけれども、この後持ち帰らせていただいて、追って詳細を御報告させていただきたいと

思います。それから、自主グループにつきましては、たくさんいます。大変ありがたいこ

とです。まず、市の助成制度や、また待遇面などについての、市からの様々な事業の構築

に向けた連携というものが十分行われていないグループもたくさんあろうかと思っており

まして、これは課題と受け止めております。今後、そういった自主グループの皆様方と市

との関係については、ぜひ検討はさせていただきたいと思いますので、よろしくお願いし

ます。 

 

※保育課より回答 
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〇司会者 

 そのほか、コロナの関係で御質問のある方、よろしいですか。それでは、ありがとうご

ざいました。 

 

〇市民Ｉ 

 全部、人命に関わることを４つばかり。この中でもアーティストの方が随分いらっしゃ

小金井市新型コロナウイルス感染症対策民間保育事業所等職員慰労品支給事業の支給対象

者については、次の⑴から⑷の条件に基づき、支給対象者を選定しています。なお、令和

２年１２月８日時点、各施設から申告いただいた支給対象者数分の慰労品について、申告

があった全施設に配布済であり、今後支給が完了したら報告をいただくこととなっていま

す。 

⑴ 対象施設に令和２年５月２５日時点で就労しており、令和２年９月１日現在も引き続

き雇用契約※に基づき就労を継続している者を支給対象者とする。 

※ 本事業における雇用契約とは、施設を運営する法人等と直接の雇用契約かつ勤務地が

施設所在地となっているものを指す。 

※ 人材派遣や有償・無償ボランティアなど雇用契約を伴わない者は支給対象者とはみな

さない。ただし、雇用契約がない法人代表者等で対象施設を主たる就労場所とし、その対

象施設の業務に直接従事している場合は支給対象者とする。 

※ 雇用契約において職種、雇用形態（常勤等）は問わないものとする。 

⑵ 複数の対象施設で就労している場合又は同一施設内で補助対象事業を兼務している

場合は、主たる就労先において支給すべき支給対象者とし、複数回の支給は受けられない

ものとする。 

⑶ 本事業と同主旨の事業である小金井市新型コロナウイルス感染症対策介護事業所職

員慰労品、小金井市新型コロナウイルス感染症対策障害福祉事業所等職員慰労品の支給を

受けた者は支給対象者から除くものとする。 

⑷ ⑴から⑶の条件を満たすが、産前産後休暇、病気休暇など対象施設の就業規則等に基

づく長期休業中である者については、令和２年４月１日から令和２年５月２５日までの期

間において就労の実績が１日でもある場合は、支給対象者とみなすものとする。 



 -29- 

るんですが、アーティストは、コロナが収まるまでちょっと我慢してもらいたいなという

ことなんです。 

 それから、小金井の活性化ですが、昔、小金井温泉を掘ろうという案が出たんですよね。

そのとき、市で金は出せないと。誰かお金持ちが自分たちで掘るんだったら賛成だと、市

はそういう答えだったらしいんですね。だけど、「おふろの王様」って小平にあって、府中

にも府中温泉というのがあって、あそこに定規を当ててみると、ちょうど武蔵小金井駅が

その上にかかるわけです。だから、何か湯脈がそこのところにあるんじゃないかなと思う

んですよね。だから、全部小金井市の負担ということは言いませんけど、さっき何十億と

か何億とか言っていたけど、温泉１本掘るのに１億かからないでしょう。それが２つ目。 

 ３つ目は、万年塀とか、崖の塀ね。これを取りのけろって言うけど、これ、市長さん、

できますか。こういう塀を持っているとか、崖の防護施設を持っているというのは、みん

な、小金井の大地主が持っているんですよ。どういうふうにやって、塀を片づけて、倒れ

ないようにするのか。その計画を教えてください。 

 それから、前回の座談会で言ったんですが、道に白、黄色、緑、赤という、こういう色

が塗ってあって、その場所の区画を表しているんですよ。ところが、この前のときに質問

したんですが、１つ質問し忘れたのは、これは私、緑と赤は滑らないけど、白と黄色の標

識が滑るんですよ。私も滑った。滑っているおばさんも見た。だけど、小金井市で、それ

は話したんですよ。白と黄色はもう少し砂を多く混ぜるとか、赤と緑のペンキのようにし

てくれないかと言ったの。そうしたら、小金井市役所では、それは警察の管轄ですって言

うの。それで、俺、警察へ行ったよ。小金井警察署へ行った。そうしたら、これは市役所

の管轄だと。じゃ、どこに言えばいいんですか、私は。 

 

〇市民Ｊ 

 今はコロナの。 

 

〇市民Ｉ 

 コロナじゃない。コロナじゃない。コロナではありません。 

 

〇西岡市長 

 今はフリータイムです。 
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〇市民Ｉ 

 以上、この４点です。 

 

〇西岡市長 

 ４点ですね。アーティスト支援は、非常に重要な支援でございます。〇〇さんも御存知

だと思いますが、小金井市にはたくさんの音楽家、芸術家、いわゆるアーティストと称さ

れる、これは非常に広いんですね、範囲が。能楽師、ダンサー、古典芸能、挙げたら切り

がありません。たくさんの方々がなりわいとして、その文化を守るために、またその方の

目標、いろいろなものがあります。自己実現のために、様々な分野で、小金井でも多くの

分野で大活躍をされてきた方がたくさんいらっしゃいます。このコロナ禍によって、軒並

み出演、レッスン、講師、今までずっと抱えてきたお仕事がほとんどなくなってしまった

方々がたくさんいらっしゃいます。こういった方々を支援していくのは、私は市の使命だ

と思っています。小金井市が取り組んだ第１弾は、人数１００名、助成額も一定限られて

おりまして、市長といたしましては、もっと充実させなければいけないと思っておりまし

て、また、そういった方々が活躍できるような場、機会というのも構築していきたいと思

っています。ジェイコムで「長っと散歩」という、市長がまちのいろいろな魅力を紹介す

る番組があるのですが、ちょうど１１月１６日から小金井市版の放映がスタートしました。

１１月３０日までです。今回は、私もそういう視点に立ちまして企画しまして、放映時間

は限られていますから出演者は５名だったんですけれども、アーティストの方々に出演し

ていただいて、リモート市民祭ということで、いろいろなパフォーマンスを見せていただ

きました。もちろん、子どももいますから、なりわいではない方々もいらっしゃいますし、

なりわいとしている方もいらっしゃいますが、このコロナ禍においてもそういった芸術文

化の芽をしっかり残していくといいましょうか、大切にしていくといいましょうか、こう

いった取組も私は必要だと思っておりますので、そのように答弁させていただきます。続

きまして、小金井市にも温泉を掘るべきだという話でございました。現状、市にはそうい

う計画はありません。自治体で、温泉を経営している自治体はあります。例えば日の出町

などは、確かに「つるつる温泉」を経営していますね。小金井市で、現状、私、市長とい

たしましては、温泉を掘るということは考えておりませんけれども、民間事業者の方がそ

ういった事業に乗り出していただけるとすれば、そういったことを歓迎される市民の方も
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いらっしゃるのかなということはあります。また、市民の方からも、小金井にも、掘れば

温泉が見つかって、そういう場所ができたらいいですねという声を聞くことは時折ござい

ます。続きまして、塀の状況です。これは非常に重要です。大阪北部地震で、不幸にも小

学校６年生の女子児童が、残念ながら尊い命を犠牲にしてしまいました。本当に残念な、

悲しい事故でございました。小金井市でも、まずは公共施設の全てのブロック塀を検査い

たしまして、たしか９か所、建築基準法上問題のあるブロック塀が発覚し、緊急修繕をし

ました。今はほぼ全て、文書倉庫だけまだ調整中なのですが、残り、保育園、小学校のブ

ロック塀は速やかに撤去し、新しい塀を建てました。今般の小金井市の予算の概要の１６

ページ、一番下。「ブロック塀等撤去助成金」という新しい制度を立ち上げました。まずは、

建築基準法上問題のあるブロック塀、つまり災害や地震が発生したときに倒壊のおそれの

あるブロック塀につきましては、民間所有者の方におかれましても、ぜひ安全性の高いも

のにしていただきたいと考えておりますが、個人の財産でもあります。そういったものを

促進するための助成金です。そして、一方、昔から小金井市は、塀を生け垣に変えた場合

には、生け垣助成というのがありまして、こういった制度も使えます。こういった制度を

大いに、民間の皆様方には、私どもも一生懸命ＰＲしておりますので、活用していただき

まして、安全性の高いもの、あるいは安全であり、かつ緑の創出にもつながる生け垣など

に変えていただけたらありがたいなということで、一生懸命進めてまいりたいと思います。

周知を一生懸命するということ、ＰＲをしっかりするということが大切だと思っておりま

す。横断歩道などの、いわゆる交通ラインといいましょうか、これが滑りやすいというこ

とについては、前回の第３回、この間の日曜日の市民と市長の座談会でも○○さんからは

同様の御意見をいただきましたので、私のほうから担当に話しまして、小金井警察署のほ

うには、市民からそういう要望があるので、ぜひ滑りにくいものを考えてみていただけな

いかということはお話しできるように検討してみたいと思いますので、そのように答弁さ

せていただきます。以上です。 

 

〇市民Ｉ 

 それじゃ、結局、警察の管轄なんですね。 

 

〇西岡市長 

 これは、市も都も警察も、それぞれが担っている事業だと私は理解しております。例え
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ば都道などについては、東京都施工で設置しているものと理解してございます。以上です。 

 

〇司会者 

 続いては、フリートークで御質問のある方はいらっしゃいますか。 

 

〇市民Ｋ 

 はい。 

 

〇司会者 

 前から２番目の女性の方。 

 

〇市民Ｋ 

 先ほど、コロナではないかなと思ってフリートークを待っていたんですけれども、学校

のＧＩＧＡスクール、もともとＩＣＴを進めていくという中で、大熊教育長も、もっと自

由にものを考えられるような子どもたちを育てたい、そのためにＩＣＴを活用しようと言

っていた。ところが、コロナによって、なぜか「教育を止めるな。平等、公平」と、恵ま

れた子と恵まれない子の平等・公平への思いにかき消されて、それが上で今、再びＧＩＧ

Ａスクールを推進していますとなっているわけですけれども、これだけ子どもの教育とい

うものが激変期を迎えているわけですよね。このときに、子どもを小学校に預ける親とし

て、もっと学校の教育方針、学校の教育方法に関わっていく方法はないものかと、ちょっ

と思っています。私はこの間、ＰＴＡの本部役員等の募集があったので、「校長先生と相談

しながら、私たちも協力するから、こんなふうに教育を一緒につくっていきましょうとい

うことができるならやってみたいな」と、ＰＴＡ経験者の人に言ってみたら、「規約を読み

な。校長に意見するっていうのは、そもそもＰＴＡの役割じゃないんだよ」と言われて、

じゃ、保護者は、子どもを預けたら預けっ放しなのかなというところで。今、緑小かどこ

かでしたっけ。保護者と地域の方々で、お試しで取組がというんですけれども、それを待

っているうちにうちの子は卒業しちゃうので。何となく教育のことを、ちゃんと勉強して

ないんですけどぱらぱらと見ていたら、文科省のほうも「もっといろいろ、どんどんやれ

やれ」とハッパをかけていて、大熊教育長も「どんどんやれやれ」とハッパをかけていて。

現場の校長先生とかのほうが、「いや、そんなこと言われても、クレーム受けるのは俺たち
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だし」と言って、割と旧態依然としたものを、というか、もしくは学校の成績、今までど

おり一律の基準で、みんなで同じ速度で勉強ができているかということを重要視している

というところなのかなと思って。ということは、大熊教育長がいろいろハッパをかけても

強制力は持たないんだなという感想を持ったんですね。だから、そこは市の教育方針とし

て、こうするというシステムを市としてつくっていただかないと無理なのかなという思い

に至ったんですけれども、それが１点。もう１つは、環境問題について私は関心があるの

ですけれども、市の中で、環境問題、例えば二酸化炭素削減、地球温暖化対策とか、今、

ぱぱっとしか読んでいないんですけれども、市政方針とかでも、市の車のＥＶ化とかを進

めているとか何とかあったんですが、市役所そのものがそういうことに取り組むこともも

ちろんすごく大事なんですけれども、市全体の対策というものをもっと大胆に進めていか

なければいけないんじゃないかなと思うんですね。そういうところの取組というのは、ま

ず、いろいろと補助金やります、補助金やりますと言っても、市民一般へのアピール度は

低いし、そもそも市民がその補助金を使って何かしようと自発的に思うような仕組みもそ

んなに感じられないし、そういうところの取組って何かないのかなというのを一つ思って

います。あと、これは物すごく個人的なことなんですけれども、私は工作とかが個人的に

好きなんですけれども、ごみの話ですね。市のほうで、例えば公共施設の剪定木とか、何

曜日かになると、ごみの収集とかでも剪定木とかは無料で収集するとかあったと思うんで

すが、そういうのを、例えば何日かどこかにプールしておいて、御自由にお持ちください

という場所ってないのかなと思って。もしそれで、環境意識も兼ねてというのはあります

けれども、例えば市内の剪定木でできたお皿でケーキ、コミュニティーカフェとかで、「市

内の木で作ったお皿です」とか、公園のベンチに、「市内の放置林から切り出した木で作っ

たベンチです」とか、そういうのがあったらすごくかっこいいんじゃないかなと思って。

そういう取組があれば、環境意識みたいな、まちに緑があるっていいなという意識も上が

るじゃないかなと思ったんですけれども。以上です。 

 

〇市民Ｌ 

 すみません。私、今の方の意見に対して少し意見があるので。 

 

〇西岡市長 

 ちょっと待って。まずは御答弁しなければいけないので。 
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〇市民Ｌ 

 そうですね。 

 

〇西岡市長 

 まず一度、最初、私のほうから答えさせていただいて、その後お願いします。非常に大

切な視点をいただきました。まず、教育における地域や保護者の方々の関わり方というふ

うに捉えております。今、私、市長に就任してから、コミュニティ・スクールの実現に向

けて鋭意取り組んでまいりました。教育そのものは教育委員会が行うものでありまして、

私、市長としては一定の、教育とは非常に尊い、大切なものでございますので、不当な介

入といいましょうか、市長としての立場というのをしっかり踏まえて発言をしてきました

し、仕事はしてきました。一方で、教育総合会議といいまして、これは国の法改正により

まして、教育委員会と市長と、定期的に意見交換する会議も設けております。そして、授

業の在り方ですとか、一義的には学校の先生たちが取り組む教育というのは、教育委員会

においてしっかり尊重されて実施していくものだと思っております。一方で、学校の運営、

在り方については、地域や保護者の方々と、地域立の学校というのを私は目指していく必

要もあると思っていまして、緑小学校をモデル校として様々な取組を行ってまいりました

し、感謝をしております。これは小金井市が、恐らくは大号令をかけてすぐに実現できる

ものでもないと思っておりまして、学校関係者、保護者、地域の方々が、学校の運営の在

り方についてお互いに理解を深めて、協力・補完し合いながら実施していくべきものと考

えております。号令をかけるということも、もちろんスピード感というものも大事かもし

れませんが、相互理解が何よりも大事だと思っておりまして、そういった意味で、このま

までは自分の子どもが卒業してしまうかもしれないというお話もいただきましたが、すみ

ません、まずは緑小学校のモデル校からスタートさせていただきたいなと思っております。 

 ただ、一方で今、保護者の方々の関わり方も、歴史と共にいろいろな変成をたどってき

ていると思います。小金井においては、ＰＴＡの方も大変御熱心ですし、最近ではおやじ

の会の方々も御熱心ですし、学校の中に避難所運営協議会をつくって、避難所の設営に御

尽力いただいている保護者の方々もいらっしゃいます。また、放課後子ども教室というこ

とで、いろいろな専門的な経験を持った方が、子どもたちに放課後、居場所の一つとして

提供される中で、様々な経験を持った方が子どもたちへいろいろなことを教えてくださっ
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ています。そういったものもあります。今の居場所で申し上げますと、大きな課題なんで

すけれども、学童保育も大変大規模化しておりまして、私は学童保育、放課後子ども教室、

また民間事業者も含めて、多様な選択肢があっていいと思っています。その選択肢の中に、

保護者の方々も何らかの形で関わっていただけるということはとてもありがたいことだな

と思っておりますので、コミュニティ・スクールという視点からはとても大切な御指摘だ

というふうに受け止めました。環境問題です。現在、小金井市では、今後１０年間、令和

３年度から向こう１０年間に及ぶ基本構想というものを策定しております。前回お越しい

ただいたときに、たしか御指摘いただいたと思います。それに関連する計画を今、たくさ

ん大改定しておりまして、３本計画があります。環境基本計画、みどりの基本計画、地球

温暖化対策地域推進計画、この３本の計画をつくっておりまして、これまでワークショッ

プや、いろいろな取組をしてまいりました。この３つの計画が、御指摘の環境の総合的な

対策になります。この中には数値目標であったり、目指すべき施策の体系であったり、基

本構想につながる具体的な計画として今、練り上げているところでございます。今後、パ

ブリックコメントをかけたり、意見交換会を行ったり、何らかの形で関われる機会がこれ

からもありますので、ぜひ環境政策課のほうに、もしお時間があれば伺っていただいて、

進捗状況などについて、よかったら聞いてみてください。その中で、御指摘の環境政策に

ついては、しっかり取り組んでいきたいと思っています。私も、小金井のポテンシャルと

いいましょうか、誇り、市民の方々の財産は、一つには緑だと思います。多くの方々が、

小金井の魅力は何ですかとの問いには、大方がこのすばらしい自然環境とお答えになりま

す。このすばらしい自然環境を将来世代に継承していくのは、とても大切なことだと思っ

ています。しかし、農地の減少でありますとか、国の法律の関係によって、残念ながら減

少してしまうような緑もあります。しかし、農地も今、国の法律の、また別な改正があり

まして、都市農地は宅地化されるべきものからあるべきものというふうに大転換しました

ので、今は賃貸借もできるようになりましたし、ＮＰＯの方々がそういった土地を借りて

農地を応援するようなことも、今小金井市ではスタートしています。第６次産業にもつな

がるようなことも踏まえつつ、都市農業の発展というものも大切にしていきたいし、子ど

もたちの食育というものにもつなげてまいりたいと思っております。そして３点目の、取

りあえず剪定枝。これは今、お出しいただければ市は無償で回収し、そしてそれを資源化

の役に立てております。これを、もっと自由に使えるような仕組みができませんかという

御提案は、御提案としてしっかり受け止めさせていただきたいと思います。一方、台風な



 -36- 

どで倒木してしまった大量の枝とか、御要望があれば、市の保有する公共施設から出る未

使用となる――未使用というか、使えなくなってしまった材木や倒木などについては、御

利用・御活用いただいた事例もございます。自由にというわけではないんですけれども、

これから小金井市のほうで街路樹の老朽化、例えば桜も今、相当老木化してしまっており

ますよね、学区、学校。そういったものを踏まえて、有効活用というものが確かに、おっ

しゃるようにできれば、そこからベンチが誕生したり、とても魅力的だなと私は思います

ので、ぜひ検討はさせていただきたいと思います。以上です。 

 

〇市民Ｋ 

 再質問、いいですか。 

 

〇西岡市長 

 どうぞ。 

 

〇市民Ｋ 

 今の環境基本計画のほうで、「これからまたパブリックコメントとか何かで機会が」とお

っしゃたんですけれども、この間、ワークショップが開催されて、まず小学生向けのワー

クショップというのにうちの子が行ったんですね。でも、そこには、それのワークショッ

プというふうには書いていなくて、「小金井の環境リーダーになろう」みたいな、そんな感

じのチラシを見て、うちの娘は、「やったー、リーダーになるんだ」と思って張り切って行

って、最後に環境リーダー認定書とかいうのをもらってきて、「もらえたー」、「そう。それ

で、リーダーって何するの？」、「分かんない」って。リーダーの仕事が何もないんですよ

ね。また後に、ワークショップというのが、それは大人向けのワークショップだったので、

私も気になって参加してみたら、そのとき初めて、その小学生向けのが「子どもの意見を」

というワークショップだったということを知って、ああ、そりゃリーダーに仕事がないわ

けだと思ったわけなんですけれども。何というのか、がっかりしたうちの子の気持ちはど

うなるというのもあるんですけれども、せっかく「リーダーになろう」と言ったんだった

ら、そういう気持ちのある人たちを、子どもでも大人でもいいですけれども、もっと活用

していく取組というのをつくれないのかなと思ったりもしたんですね。私が参加したワー

クショップのほうも、市としてこんなことができるんじゃないか、こんな仕組みをつくれ
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るんじゃないかと私なりにいろいろ考えていて、最後に「ところで今日の意見って、どれ

ぐらい反映される可能性があるんでしょうね」と聞いたら、「今日のは、市民個人が生活の

中で取り組めるものは何かなという材料をもらうためのものだったので、おおむねテーマ

とは違うと思いますね」みたいな感じのことを言われて。関われる機会がある気がして行

っても、一体どれだけ声が届くんだろうというのは、すごく疑問だったんです。 

 

〇西岡市長 

 ありがとうございます。貴重な御意見として拝聴させていただきました。７時５５分に

は私、終了させていただいて、謝辞を申し上げて、今日は８時に公務があるものですから

戻らなければいけないので、あとお一人挙げていて、それからお二人、あと〇〇さんも挙

げていて。 

 

〇西岡市長 

 あと、今３名挙げていらっしゃるんですね。時間がないので、今３名の方、お一人１分

ずつぐらいでお話しいただかないとお答えもできないので、ちょっと御配慮いただきたい

と思いますけれども、よろしくお願いします。申し訳ございません。 

 

〇司会者 

 手前の男性の方から。 

 

〇市民Ｍ 

 庁舎計画について。市長にといいますか、こちらにいる方に少しお話をさせていただき

たいと思います。手短に言いますね。今年２月に、新しい庁舎の基本設計がまとまったと

いうことで、説明会がありました。結果、市民からは１５０名を超える方が意見を提示さ

れました。市民の要望ですね。現在それらを反映する――市民からの要望を反映したもの

は行われていないと私は見ています。私も３月５日、最終の締切りのときに、言葉だけで

はなく図面もつけて、担当部局のトップの方に説明に行きました。そのときに、目からう

ろこという言葉がございました。つまり、こうすればできるんだという。 

 

〇市民Ｎ 
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 すみません。今、何の話をされているんですか。 

 

〇市民Ｍ 

 新しい庁舎の計画の件でございます。今年２月に市のほうから皆さんに、市民説明会が

あったんですね。そのときの説明会の話をしております。すぐに私、市長にお手紙を書き

ました。それで、連絡がなかったので、私の記憶では４回、覚えているのですが、お電話

をしたのですが、結果、面会があったのは１０月２７日ということで、９か月にわたって

連絡がなかったんですね。ことわりというか、会えない理由は何だったのかを知りたいと

思います。 

 

〇西岡市長 

 ９か月じゃないですよ。１０月にお会いしたじゃないですか。 

 

〇市民Ｍ 

 ３月には手紙を書きましたので。 

 

〇西岡市長 

 正確におっしゃってくれますか。正確にものを。 

 

〇市民Ｍ 

 ３月５日に伺いました。ですので、４、５、６、７、８，９、１０。７か月ですね。 

 

〇西岡市長 

 全然違うじゃないですか。 

 

〇市民Ｍ 

 失礼しました。ただ、半年以上も市長が、いわゆる最重要課題として熟慮に熟慮を重ね

と、一つ一つ積み上げというお言葉をよく発せられるのですが、市民力市民力ともおっし

ゃられますよね。その市民から出た提案が、担当部局、市長の部下たちがみんな驚いたと

いう案がなぜ半年以上放置されているのか、その点をお伺いしたいと思います。 
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〇西岡市長 

 はい。もう一人も取ってください。もう一人、連続で。 

 

〇市民Ｏ 

 小金井でも、農業をやりたい人が非常に多いんですよね。それで、小金井公園と五日市

街道の間の細い土地、あれ、何か、僕が聞いたところによると、小金井公園から借りてい

る土地が半分ぐらいあるらしいんですね。それで、そこで農作物を作って、市場へ出して

金もうけをやっていると。だったら、小金井で農業をやりたいという人に、２坪でも３坪

でも、少しずつでも貸して、農業をやりたいという意欲を満たしてあげればいいんじゃな

いかと私は思うんですよね。 

 

〇西岡市長 

 あともう一方。最後の方。 

 

〇市民Ｐ 

 すみません。私、本当はこの話を一番したくて来たので、話さないと帰れないんですけ

ど、今日、議会を拝見しまして、令和３年から７年までの財政計画というのを私も資料で

拝見したんですけれども、かなり厳しい状況だと思うのですが、この中に庁舎と福祉会館

建設に伴う跡地活用事業というのは多分含まれていないと思うんですよね。それを活用し

ていくことで財政はむしろ好転できるんじゃないかと、私は考えております。今日、議会

を拝見していて、財政計画の見通しがかなり厳しいので、市民生活を圧迫していくんじゃ

ないかみたいな話もあったと思うんですけど、それは本末転倒で、要は庁舎建設を立ち止

まっていたら、むしろじわじわとお金がなくなっていくだけだと思うんですよね。だから、

まず庁舎建設は必ず成し遂げるということを決めた上で、じゃ、どうやって歳入を増やし

ていくかということをもう手がけていく時期なんじゃないかなと私は思っているんですよ。

だから、市長の、選挙直前に出したチラシのところに、「市民参加で跡地活用をやっていこ

う」というところがあったと思うんですけど、それを少しずつ進めていっていただけない

かなと。そういう意見です。 
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〇西岡市長 

 すみません。時間の関係で、８時には出なければいけないものですから、なるべく多く

の方の御意見をいただきたいということで、３人まとめてお聞かせいただきました。まず、

お一人目の方の御質問です。パブリックコメントは、１５０名の方からいただきました。

大変感謝をしております。そして、今般いただいた御意見の中で反映できるものは、例え

ば広場とかでありますとか、私どもとしては現状の実施設計の中で最大限、そういった声

が生かされるように今検討しているところでございます。しかしながら、４つの基本条件

というものを構築し、それは市議会の皆様方や、途中、市民説明会やワークショップ、様々

な場を通じて積み上げてきた結果として、Ｃ３案というものをつくりました。その基本条

件、福祉会館の先行開業でありますとか、様々な、清掃関連施設は移設しないであります

とか、その４つの条件というのは非常に重たいものでございまして、この４つ条件を基に

基本設計を終え、そして実施設計に今入っているところであります。私といたしましては、

いろいろな御意見をいただきました。庁舎や福祉会館、複合施設、小金井市が初めて取り

組む大事業でありますけれども、もともと建設計画調査をやったときから建て方には様々

な手法がございました。そして、いろいろな議論を積み重ねてきた結果、私としては、決

断をしながら進めてきたものであります。仮に、この基本設計の、私どもが構築した４つ

の条件というものを壊して、一度それを白紙にして設計をし直すということになりますと、

建設計画調査からのやり直しになります。今の受託者の方は、この４つの条件を基に、プ

ロポーザルで様々な検証を重ね、そして公正な選考委員会を経て、私たちは選定をさせて

いただきました。これまでに、建設計画調査、コンストラクション・マネジャー、基本設

計、実施設計、全て含めますと総額で４億円以上の税金を投入し、この大事業の実現に向

けて全力を挙げて取り組んでまいりました。市長としての責任は、貴重な税金を活用させ

ていただきましたが、これをしっかり実現につなげていくこと、これが私の使命だと思っ

ております。したがいまして、いろいろな御意見があることは十分承知をしております。

市議会の方からも様々な御意見がありました。しかしながら、市長としてはそういったも

のを紡いで実現していく責任がありますので、私としてはこの４つの基本条件を満たせな

い設計案を進めていくということにはならないということで、答弁をしてございます。お

一人目の方には前回の、日曜日の市民と市長の座談会にも御出席をいただきまして、様々

な御質問をいただき、同じ答弁をさせていただいたところでございまして、御理解をいた

だきたいと思います。それから。 
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〇市民Ｍ 

 総額で６０億も変わるんですよ。 

 

〇西岡市長 

 今、発言中でございますので。それから、お２人目、農業ですね。農業につきましては、

私は小金井公園が土地を貸して農業を経営しているという事例を、すみません、承知して

いないので、そういった事例があるのかどうなのか分かりません。 

 

〇市民Ｏ 

 農家の御主人が言っていたんですよ。ここの土地は小金井公園から借りているんですと。 

 

〇西岡市長 

 そうですか。私はそういった事例があることを承知しておりませんでしたので、御提案

としては、そういうことを推進して、もっと農業を活性化したらいいんじゃないかという

御提案ですよね。小金井公園は、御承知のように東京都の公園、都立公園でありますから、

残念ながら市の判断でできるということではありません。また、実際にそういうふうに言

っていたということでありますけれども、私としては、小金井公園が土地を貸して農業を

やっているという例は把握しておりませんでしたので、その辺があるのかどうなのかをま

ず調べなければいけないなと思った次第でございます。続きまして、跡地の活用でござい

ます。非常に重要な視点でありまして、今回の新庁舎並びに（仮称）新福祉会館建設につ

きましては、かなりの現有公共施設を庁舎建設予定地に集約します。本庁舎、そして本町

暫定庁舎、第２庁舎、貫井北町にある文書倉庫、それから旧福祉会館に入っていた大半の

機能、今は分散した暫定状態です。これは、相当な集約になります。あそこで働く総従業

員数も相当な規模になろうかと思いますので、小金井市内では、１つの建物の中で働く従

業員数としては恐らく最大規模になるのではないかなと想定してございます。その結果、

未利用となる公共施設が発生してまいります。例えば、保健センターもそうですね。先ほ

ど申し上げました保健センターの中に入っている機能も、その全てが庁舎建設予定地に移

行してまいります。その結果、未利用となる公共施設や土地が発生しますので、この有効

活用はとても重要ですし、私も市のまちづくりや、そして付加価値として財政にも寄与で
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きる方策というのは大事な視座だと思っております。今、実施設計に全力を挙げながらも、

清掃関連施設の再整備、学校の長寿命化、これから公共施設をめぐってたくさんの課題に

向き合っていくことになります。その中でも、跡地利用というのは非常に重要な視点でご

ざいます。どのような有効活用をするかについては、本当に様々な選択肢がありますが、

基本としては、庁舎・福祉会館に集約する結果生まれた跡地については、一定規模の大事

業にもなりますので、そこにまた改めて別な公共施設というよりも、公共施設等管理総合

計画という基本方針の中には、総量抑制という視点もあるんですね。なので、公共施設等

管理総合計画の視点も加味しながら、何が小金井市にとって、跡地利用の方策として一番

いいのか、これを今後しっかり検討してまいりたいし、市民の御意見も聞きながら進めて

まいりたいと、このように答弁させていただきます。大変恐縮です。時間の都合で、この

ような時間で、私も時間が過ぎてしまっております。最初にお話をさせていただいた方に

ついては、来週早々お目にかかるお約束もいただいておりますので、その中でまたしっか

りお話をお聞かせいただければと願っているところでございます。時間が過ぎてしまいま

したので、謝辞も含めて申し上げたいと思いますが、今年度最後の市民と市長の座談会を

開催させていただきまして、最後まで御参加をいただきまして、皆様本当にありがとうご

ざいました。現状、本日、新型コロナウイルス感染対策につきましては、東京都の感染レ

ベルが最上位のレベルに引き上がったところであります。どうぞくれぐれも感染しない・

感染させないという新しい生活様式を取り入れながら、日々の取組に御尽力いただきたい

と思いますし、健康、そして寒い季節ですから火の用心にどうかくれぐれも気をつけてい

ただきまして、お過ごしいただきたいと思います。本日は、大変お忙しい中お越しいただ

きまして、誠にありがとうございました。 

 

〇司会者 

 それでは、以上をもちまして、令和２年度第４回市民と市長の座談会を終了させていた

だきます。本日はどうもありがとうございました。 

 


